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機密性２情報
国管理河川の水位状況
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平成30年8月台風20号による
大雨の概要（近畿管内）



機密性２情報

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

累加レーダ雨量

８月２４日 ００：００

大型台風２０号が近畿に最接近し、２３日から２４日にかけて、近畿全域で激しい雨が降り、降り始めからの雨量
は多いところで近畿南部で約５５０ミリ、近畿中部で約２２０ミリ、近畿北部で約２５０ミリを超えることとなった。

上根来地点（遠敷川）
累加雨量 ２５５mm
※降り始めからの総雨量

河合地点（北山川）
累加雨量 ５５７mm
※降り始めからの総雨量

上黒田地点（桂川）
累加雨量 ２２１mm
※降り始めからの総雨量

谷上地点（志染川）
累加雨量 ２１６mm
※降り始めからの総雨量

2

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

台風20号による大雨[平成30年8月23日～24日]の概要

８月２４日 ００：００



機密性２情報
国管理河川の水位状況
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国管理及び府県管理河川の水位状況



機密性２情報
国管理河川の水位状況

大滝ダム
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紀の川

熊野川

淀川

宇治川
桂川

木津川

瀬田川

野洲川

北川

円山川

由良川

川上ダム（機）

大戸川ダム

猪
名
川

猿谷ダム

天ケ瀬ダム
高山ダム（機）

青蓮寺ダム（機）
室生ダム（機）

布目ダム（機）
比奈知ダム（機）

一庫ダム（機）

日吉ダム（機）

九頭竜川

真名川ダム

九頭竜ダム

足羽川ダム

１．河川出水状況（直轄河川）
●計画高水位超過＜１河川＞

新宮川水系
相野谷川（高岡水位観測所）

●避難判断水位超過＜１河川＞
北川水系

北川（高塚水位観測所）
●氾濫注意水位超過＜１河川＞

新宮川水系
熊野川（成川水位観測所）

●水防団待機水位超過＜７河川＞
新宮川水系

市田川（下田水位観測所）
紀の川水系

紀の川（三谷、五條水位観測所）
貴志川（貴志水位観測所）

淀川水系
桂川（桂水位観測所）
名張川（名張水位観測所）

加古川水系
加古川（国包水位観測所）

由良川水系
由良川（綾部水位観測所）

：河川 ：ダム ：建設中ダム

（機）：（独）水資源機構ダム

※数値等は速報値ですので、
今後の精査等により変更する場合があります。 4

凡例

計画高水位超過

氾濫注意水位超過

水防団待機水位超過

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

避難判断水位超過



機密性２情報
府県管理河川の水位状況（氾濫危険水位を超過した河川）

台風２０号に伴う大雨により、府県管理河川のうち氾濫危険水位（避難勧告発令等の目安）を超過した河川は、５府県で１２
水系１６河川となった。

河川出水状況（府県管理河川）

○三重県＜1河川＞
【新 宮 川水系】板屋川

○京都府＜3河川＞
【淀 川 水 系】桂川、犬飼川、弓削川

○兵庫県＜2河川＞
【山 田 川水系】山田川
【高 橋 川水系】高橋川

○奈良県＜2河川＞
【紀 の 川水系】紀の川、丹生川

○和歌山県＜8河川＞
【新 宮 川水系】熊野川
【富 田 川水系】富田川
【周参見川水系】周参見川
【古 座 川水系】古座川
【左会津川水系】左会津川
【日 置 川水系】日置川
【南 部 川水系】南部川
【日 高 川水系】日高川

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。 5

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞



機密性２情報
国管理河川の水位状況
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施設状況



機密性２情報
ダムによる洪水調節状況

○国土交通省管理の４ダムのうち２ダムにて洪水調節実施。
○水資源機構管理の７ダムのうち２ダムにて洪水調節実施。
○府県管理の４６ダムのうち、福井県、京都府、兵庫県、和歌山県が管理 する１０ダムにて

洪水調節実施。

※数値等は速報値ですので、
今後の精査等により変更する場合があります。 7

凡例
国土交通省管理ダム
水資源機構管理ダム
県管理ダム

笹生川ダム（九頭竜川水系真名川）
さそうがわ

切目川ダム（切目川水系切目川）
きりめがわ

日吉ダム（淀川水系桂川）
ひよし

一庫ダム（淀川水系一庫大路次川）
ひとくら

大野ダム（由良川水系由良川）
おおの

二川ダム（有田川水系有田川）
ふたがわ

広野ダム（九頭竜川水系日野川）
ひろの

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

七川ダム（古座川水系古座川）
しちかわ

大滝ダム（紀の川水系紀の川）
おおたき

椿山ダム（日高川水系日高川）
つばやま

九頭竜ダム（九頭竜川水系九頭竜川）
くずりゅう

青野ダム（武庫川水系青野川）
あおの

石井ダム（新湊川水系鳥原川）
いしい

天王ダム（新湊川水系天王谷川）
てんのう



機密性２情報
国管理河川における排水機場操作状況
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〇国管理の排水機場25施設のうち3施設について、ポンプ排水を実施。
○大阪の高潮被害を防ぐため大阪府三大水門 （安治川水門、尻無川水門、木津川水門）を閉鎖したことにより、

寝屋川の水位が上昇を防ぐため、今回は毛馬排水機場で最大約200m3/sの排水を実施。（施設全排水量：330m3/s）

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

淀川

大川

毛馬水門

毛馬排水機場

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

＜大阪府三大水門川水門と毛馬排水機場の稼働実績＞
①三大水門高潮警報発令（8/23 17:00） → ②水門 閉 操作完了（8/23 21:08） →
③毛馬排水機場 運転 開始（8/23 23:57） → ④水門 開 操作完了（8/24 4:34）→
⑤毛馬排水機場 運転 停止（8/24 4:46）

① 高潮

高潮

高潮①

①

②閉

②閉

②閉

②寝屋川
水位上昇

③寝屋川
水位下降

③排水

④開

④開

④開

→ ⑤排水停止

年月日 時刻 年月日 時刻
総排水量
（千ｍ3）

① 紀南 新宮川 熊野川 市田川排水機場 H30.8.23 19:55 H30.8.24 1:50 164

② 紀南 新宮川 熊野川 相野谷川排水機場 H30.8.24 1:07 H30.8.24 5:17 225

③ 淀川 淀川 淀川 毛馬排水機場 H30.8.24 0:11 H30.8.24 4:45 2,245

閉操作/ﾎﾟﾝﾌﾟ始動 開操作/ﾎﾟﾝﾌﾟ停止

操作・運転状況

No. 事務所名 水系名 河川名 施設名

■排水機場操作運転状況一覧 安治川水門
閉鎖状況(8/23)

②相野谷川排水機場

①市田川
排水機場

③毛馬
排水機場



機密性２情報

○台風２０号の接近に伴い、高潮による浸水が予測されたことから、淀川に架かる淀川大橋（国道２号）の防潮扉を国交省、大阪
府、兵庫県により左門橋、神崎大橋、淀川大橋の陸閘を閉鎖（8/24 0時00分～4時30分）

○淀川陸閘操作にあたり、淀川左岸水防事務組合、淀川右岸水防事務組合、請負業者などの協力を得て約３０名で対応。

淀川陸閘（防潮扉）の操作状況

【閉鎖操作中状況】
H30.8.23  11:50頃

【閉鎖状況】
H30.8.24 00:00頃

9

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

兵庫県

大阪府

通行止め区間
（8/24 0:00～4:30）

防潮扉閉鎖箇所
【凡 例】

淀川河川事務所実施

大阪府実施

兵庫県実施

淀川大橋右岸（淀川河川事務所）左門橋左岸（大阪府） 淀川大橋右岸（淀川河川事務所）左門橋右岸（兵庫県）



機密性２情報
国管理河川の水位状況
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河川・海岸の出水状況



機密性２情報
流域の状況①（新宮川水系熊野川）

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。 11

■水位の状況（成川水位観測所）【8月24日6時時点】

■降雨の状況（新宮雨量観測所）【8月24日6時時点】

しん ぐう がわ くま の がわ

最大時間雨量13ｍｍ
（8月23日 23：00）

相野谷川 高岡地先

累加雨量82ｍｍ
（8月24日 6：00）

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

ピーク水位5.47ｍ（8月24日3：40）

相野谷川 高岡地先

8月24日 5：00 平常時

熊野川管内図

直轄管理区間

直轄管理区間

和歌山県

三重県

成川水位観測所

高岡水位観測所

2.3k

新宮雨量観測所

2.6k

■水位の状況（高岡水位観測所）【8月24日6時時点】

輪
中
堤

輪中堤
輪中堤

鮒田水門

熊野大橋

熊野大橋

鮒田水門

8月24日 5：30

8月24日 4：00

熊野川

熊野川

ピーク水位6.75ｍ（8月24日5：40）



機密性２情報
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■既往洪水での熊野川（成川水位観測所）における水位

流域の状況①（新宮川水系熊野川）
しん ぐう がわ くま の がわ

平成30年8月24日3:40
ピーク水位 5.47m

計画高水位（8.05m）

氾濫危険水位（7.70m）
避難判断水位（6.80m）

氾濫注意水位（6.80m）

水防団待機水位（6.80m）

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞



機密性２情報
流域の状況②（北川水系北川）

■水位の状況（高塚水位観測所）【8月24日 6時時点】

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

高塚水位観測所

きたがわ

たかつか

3.8k

■降雨の状況（小浜雨量観測所）【8月24日 6時時点】

13

最大時間雨量50ｍｍ
（8月24日 4：00）

累加雨量193ｍｍ
（8月24日 6：00）

7.10ｍ（8月24日 4：20）

小浜雨量観測所

北川管内図

8月24日 5：20 平常時

小浜市高塚地先 小浜市高塚地先

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞



機密性２情報
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■既往洪水での北川（高塚水位観測所）における水位

流域の状況②（北川水系北川）
きたがわきたがわ

0

2

4

6

8

10

12

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水位（ｍ）

計画高水位（8.67m）

氾濫危険水位（7.70m）

避難判断水位（7.00m）

氾濫注意水位（6.80m）

水防団待機水位（5.20m）

平成30年8月24日4:20
ピーク水位 7.10m

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞



機密性２情報
東播海岸の出水状況

明石西外港地区 狩口地区

塩屋東地区

明石潮位観測所

狩口地区
（神戸市垂水区狩口台地先）

○台風２０号の接近に伴い、大阪湾及び
播磨灘では潮位が上昇し、高潮・高波
が発生。明石潮位観測所において警戒
潮位基準を超過した。

○東播海岸では、高波による越波が確認
され、未整備区間において家屋等の一
部破損、国道への浸水被害が発生。

○明石西外港地区では、潮位の上昇に
備え、堤防整備予定区間において8/23
水防活動（大型土のう設置等）を実施。

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

塩屋東地区
（神戸市垂水区塩屋町地先）

◆位置図

事業箇所

潮位観測所（兵庫県）

明石西外港地区（明石市岬町地先他）

H30.8.24

最高潮位T.P.+1.86m
（8/22 23:50）

◆潮位の状況（明石観測所）

（8/24 00:40） 高波による被災状況

(8/24 00:40）海岸堤防の越波状況

② 潮位の痕跡状況 （8/23 5:00）

海側 陸側

① 大型土のう設置状況
（823 17:00）

海側

陸側

潮位痕跡

（8/24 07:00） 高波による被災状況

(8/23 23:00）海岸堤防の越波状況

兵庫県HPより

15



機密性２情報
国管理河川の水位状況
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排水ポンプ車の活動状況



機密性２情報
由良川沿川における排水ポンプ車の前進配置

※由良川本川の水位が高くなり危険な状況になった場合は、排水ポンプ車の運転を停
止することがあります。

これまでの配置

福知山河川国道事務所 ５台（2.5m3/s）

今出水期における前進配置

下流部への事前配備 ４台（2.0m3/s）

舞鶴市域 ２台（1.0m3/s）

福知山市大江町域 ２台（1.0m3/s）

中流部への事前配備

福知山河川国道事務所 ３台（1.5m3/s）

全体 ７台（3.5m3/s）

＋２台（1.0m3/s）

綾部市

福知山市

舞鶴市

福知山大江支所

志高中央樋門

舞鶴市域
２台 1.0m3/s

福知山市大江町域
２台 1.0m3/s

宮津市

＊近畿地方整備局が保有する３５台
のうちの２台（福知山河川国道事務
所以外の事務所が保有する車両）

８月２２日１４時頃 配置済

８月２２日１７時頃 配備済

17

○平成30年7月豪雨の被害を踏まえ、自治体の
要請に迅速な対応に向け、「8/22 17時までに舞

鶴市１箇所、福知山市２箇所にて、排水ポンプ車
７台」を前進配置。

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

排水ポンプ車配備状況

（舞鶴市加佐分室）

排水ポンプ車配備状況

（福知山市大江支所）

８月２２日１７時頃 配備済

福知山河川国道事務所

中流部
３台 1.5m3/s



機密性２情報
国管理河川の水位状況
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ホットライン実施状況



機密性２情報
ホットライン 実施状況

・協議会により顔の見える関係を築き、避難勧告・指示に繋がる
ホットラインを実施。

事務所と市町間で避難判断に繋がる情報連絡を
合計14市町、延べ16回実施。

－凡例－

事 務 所

ホットライン市町村

事 務 所 管 内 19※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

福知山河川国道事務所

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

紀南河川国道事務所

姫路河川ｌ国道事務所

豊岡河川国道事務所

福井河川国道事務所

事務所 実施市町 実施回数

福井河川国道
2

（小浜市、若狭町）
2

福知山河川国道
5

（福知山市、舞鶴市、綾部市、宮津市、京丹波町）
5

豊岡河川国道
1

（豊岡市）
1

姫路河川国道
5

（加古川市、たつの市、宍粟市、高砂市、姫路市）
5

紀南河川国道
1

（紀宝町）
3

合計 14 16
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河川整備・ダム・排水機場等による効果
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1

2

3

4

5

6

7

8

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0

水
位

(T
.P

.m
)

距離標(k)

河道掘削を実施しなかった場合の水位

今回出水時の水位（平成30年8月）

計画高水位

○北川では、昭和２８年台風１３号により、堤防が決壊するなど甚大な被害が発生。

○平成24年に策定された河川整備計画に基づき、河口部から順次河床掘削を実施中（16万m3のうち10万m3完了）

○平成30年8月23日の台風20号では、北川0.4k地点にて河道掘削を行わない場合に比べて約1mの水位を
低下させ、氾濫の危険性を回避。

○引き続き、更なる水位低減効果として、河内川ダム建設や河床掘削を推進。

計画高水位

水位低減効果【最大】（0.4k）

河床掘削を実施しなかった場合の水位

出水規模の比較 洪水の写真

8/24 5:00

Ｈ30.8
台風20号

（参考）

戦後最大規模

(S28．9 台風13号)整備前 整備後

総雨量
(高塚上流域)

160mm 254mm

流量
（高塚）

約670m3/s 約670m3/s 1,450m3/s

水位
（西津）

1.82m 0.80m 不明

浸水被害 約70ha 約20ha
浸水家屋
約4,080戸

：河床掘削による水位低減
約1mの水位低減

今回出水の水位

西津地点

0.0k

1.0k

H29年度まで
実施済み

H30年度以降
実施予定

整備中写真

2.0k

3.0k

今回の台風20号による浸水範囲（霞堤部）

※資料中の数値は、速報値であり今後の精査により変更することがありま
す。

約19ha

約1ha

約1mの水位低減

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

これまでの河川整備による効果（北川）

21
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電源開発（株）
風屋ダム

熊野川流域図

電源開発（株）
池原ダム

河道掘削（国）
河道掘削およびダムの貯留により
成川地点（三重県紀宝町・和歌山県新宮市）で約２．９ｍ水位低減
（河道掘削１．１ｍ低減、ダム１．８ｍ低減）

成川地点

河道掘削（国）
平成24年から河川激
甚災害対策特別緊急
事業（激特事業）に
より河道掘削を実施。

新宮市
し ん ぐ う

※成川地点：三重県南牟婁郡紀宝町成川
（熊野川河口から約2.4ｋ）

1.0k

2.0k

3.0k 河道掘削

紀
宝
町

き
ほ
う

0.0k

成川地点

新
宮
市

し
ん
ぐ
う

利水ダムの暫定運用（電源開発）
・池原ダム・風屋ダムは、洪水調節機能を有していないが、台
風による大規模出水が想定される場合には、ダム下流域の洪水
被害の軽減を図るため、危機管理として、貯水位を事前に低下
させ空き容量の確保に努め、洪水時のダム放流量の低減を図る
ダム運用に協力。
・本運用のあり方については、毎年、効果および課題を整理し、
学識者や関係機関の意見をふまえ検証。

河道掘削とダム（風屋ダム・池原ダム）による効果（熊野川）

22

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

○8月の台風第20号において、熊野川では河道掘削（国）と利水ダムの暫定運用（電源開発（株））
により洪水被害を軽減。



機密性２情報

～台風20号の洪水での河道掘削と利水ダム運用による熊野川の水位低下を試算～

○風屋ダムでは、最大流入量を毎秒約３，２００m3低減。
○池原ダムでは、最大流入量を毎秒約３，０００m3低減。
○河道掘削及び風屋ダム・池原ダムの操作により、成川地点で約２.９mの水位低下効果があったと推定。
（河道掘削１.１ｍ低減、ダム１.８ｍ低減）

地点 最大流入量 放流量 低減量

風屋ダム 4,714m3/s 1, 505m3/s 3,209m3/s

池原ダム 3,969m3/s 881m3/s 3,088m3/s

地点 流量 水位

河道掘削無し
ダム暫定運用無し

約18,100m3/s 8.38m

河道掘削無し
ダム暫定運用実施

約12,800m3/s 6.55m

成川地点実績 約12,800m3/s 5.47m

■ダム地点の流量低減量

■成川地点の水位低下量

■成川地点の水位低減効果

※資料中の数値は、速報値であり今後の精査により変更することがあります。

今回の最高水位
6.68m

計画高水位 8.05m

※断面を模式的に示しています。

約2.9mの
水位低減効果

河道掘削無し
ダム暫定運用無し
約8.38m

河道掘削無し
ダム暫定運用実施
約6.55m

今回の
最高水位 5.47m

ダムの効果
約１．８ｍ

河道掘削効果
約１．１ｍ

※利水ダムの暫定運用
・池原ダム・風屋ダムは、洪水調節機能を有していないが、台風による大規模出水が想定される場

合には、ダム下流域の洪水被害の軽減を図るため、危機管理として、貯水位を事前に低下させ
空き容量の確保に努め、洪水時のダム放流量の低減を図るダム運用に協力。

・本運用のあり方については、毎年、効果および課題を整理し、学識者や関係機関の意見をふま
え検証。 23

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

河道掘削とダム（風屋ダム・池原ダム）による効果（熊野川）
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洪水量 1,500 m3/s

常時満水位 30.0 m

予備放流水位 26.0 m

目安水位 24.0 m

貯水位

全放流量

流入量

暫定目安水位 23.0 m

設計洪水位 30.6 m

最大放流量

3,597 m3/s・H
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8/20 8/21 8/22 8/23 8/24

最大時間雨量
mm/h33

累計雨量

mm296

最大流入量

4,714 m3/s・H 

最大流入時の
放流量 1,505 m3/s・H

ダムに６，３２０万m3貯留

(京セラドーム約５３杯分)

ダム下流において
最大約3,209m3/sの流量を低減

資料中の数値は、速報値であり今後の精査により変更することがあります。

平成30年台風20号における利水ダムの暫定運用※
【風屋ダム】

※利水ダムの暫定運用
・池原ダム・風屋ダムは、洪水調節機能を有していないが、台風による大規模出水が想定される場合には、ダム下流域の洪

水被害の軽減を図るため、危機管理として、貯水位を事前に低下させ空き容量の確保に努め、洪水時のダム放流量の低
減を図るダム運用に協力。

・本運用のあり方については、毎年、効果および課題を整理し、学識者や関係機関の意見をふまえ検証。

※1

※2

※１：少雨傾向のため、出水前の貯水位は暫定目安水位よりも低い状態となった。
※２：水位上昇が見込まれたため、放流を実施。

24

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

河道掘削とダム（風屋ダム・池原ダム）による効果（熊野川）
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※１：少雨傾向のため、出水前の貯水位は暫定目安水位よりも低い状態となった。
※２：水位上昇が見込まれたため、放流を実施。

資料中の数値は、速報値であり今後の精査により変更することがあります。

※１

【池原ダム】

※利水ダムの暫定運用
・池原ダム・風屋ダムは、洪水調節機能を有していないが、台風による大規模出水が想定される場合には、ダム下流域の洪

水被害の軽減を図るため、危機管理として、貯水位を事前に低下させ空き容量の確保に努め、洪水時のダム放流量の低
減を図るダム運用に協力。

・本運用のあり方については、毎年、効果および課題を整理し、学識者や関係機関の意見をふまえ検証。

平成30年台風20号における利水ダムの暫定運用※

※2

25

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

河道掘削とダム（風屋ダム・池原ダム）による効果（熊野川）
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設計洪水量 6,700 m3/s

洪水量 1,500 m3/s

常時満水位 35.0 m

予備放流水位 32.5 m

目安水位 29.0 m

貯水位

全放流量

流入量
設計洪水位 35.0 m

暫定目安水位② 26.0 m

最大放流量

1,645 m3/s・H
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ダム下流において
最大約3,088m3/sの流量を低減
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○台風２０号に伴う豪雨により新宮川上流域では、８月２３日から２５日にかけて、流域平均の総雨量が３１９．３mm、
時間最大雨量が４６mm（川迫雨量観測所）となり、猿谷ダムへの流入量が約１，４５０m3/s を記録。

○利水ダムである猿谷ダムでは、約４３０万m3の洪水を貯留し、ダム下流の辻堂地点（五條市大塔町辻堂付近）で

熊野川（十津川）の水位を約０．２ｍ低下させる効果があったと推定。

さる たに

こうせ

つじどう ごじょう

新宮川水系 猿谷ダムによる効果
平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

■台風２０号での猿谷ダムの操作

猿谷ダム 辻堂地点

位置図

辻堂地点（猿谷ダムより下流２ｋｍ地点）

ダムで調節しなかった場合の水位
約７．９６ｍ

今回出水の最高水位約７．７４ｍ水位を約０．２ｍ
低下させる効果が
あったと推定

左岸 右岸
つじどう

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。 26

流入量 最大約１，４５０m3/s

ゲート操作開始
１１時３１分

8/24
9:00

ダム流下量 最大約１，３００m3/s

時
間
雨
量
(
m
m
)

累加雨量(mm)

流
量

（
m

3/
s）

8/23
2:00

8/24
0:00

8/23
12:00

ダムから下流に流す量を
約１５０m3/s低減

ダムで約４３０万m3を貯留
（京セラドーム約４杯分）
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おお たき

みたに

紀の川水系 大滝ダムによる効果
平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

○台風２０号に伴う豪雨により紀の川上流域では、８月２２日から２４日にかけて、流域平均の総雨量が３９４．５mm、時間最大雨量が

５５mm（大台ヶ原雨量観測所）となり、大滝ダムへの流入量が約２，０００m3/s （大滝ダム管理開始以降第３位）を記録。

○大滝ダムでは、約１，１００万m3の洪水を貯留し、ダム下流の紀の川の水位を五條地点（五條市新町付近）で約１．０m 、三谷地点

（かつらぎ町三谷付近）で約０．７m低下させる効果があったと推定。

おおだいがはら

ご じょう

みたに

大滝ダム

五條地点

大阪府

和歌山県

奈良県

位置図

大台ヶ原雨量観測所

三谷地点

三谷地点（大滝ダムより下流６０km地点）五條地点（大滝ダムより下流４０km地点）

▼今回出水の最高水位 ６．２m

ダムで調節しなかった場合の水位
▼ 約７．２m

水位を約１．０m低下させ

る効果があったと推定

左岸

右岸

▼今回出水の最高水位 ３．２m

ダムで調節しなかった場合の水位
▼ 約３．９m

水位を約０．７m低下させ

る効果があったと推定

左岸
右岸

大滝ダムの防災操作図

流
量

（
m

3/
s）

三谷地点 航空写真

み たに

三谷水位観測所 断面位置

時
間

雨
量

（
m

m
）

累加雨量（mm）

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。 27

流入量 最大約２，０００ m3/s

ダム流下量 最大約１，２００ m3/s

8/22
22:00

8/24
0:00

8/23
12:00

8/23
0:00

ダムから下流に流す量
を最大約８００m3/s低減

ダムで約１１００万m3を貯留
（京セラドーム約９杯分）

8/24
9:00
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○平成３０年台風２０号に伴う豪雨により九頭竜川上流域では、８月２３日から８月２４日にかけて、総雨量が
１５０mmを超える降雨となり、九頭竜ダムへの流入量が約４４７m3/s を記録。

○九頭竜ダムでは、約４８９万ｍ3の洪水を貯留し、ダム下流の九頭竜川の水位を朝日地点（大野市朝日付近）
の河川水位を最高で約１．０ｍ低減させる効果があったと推定。

流入量と放流量 流域平均累加雨量 154mm 23日16:00～24日9:00
流域平均最大時間雨量 22.1mm 24日4:00～5:00

0

2

4

6

8

10

水
位

(m
)

▽ ダムが無かった場合の推定最高水位（4.04m 標高427.80m）

▽（堤防高 標高431.83m）
左岸

右岸

▽ 実績最高水位（3.02m 標高426.78m） 約1.0mの低減効果

朝日地点 （九頭竜ダムから下流約５km）

朝日地点における水位低減効果
状況写真（九頭竜ダム）

▽増水後 EL=548.97m
▽増水後 EL=548.02m

ダムへの流入量 最大約447ｍ3/s

ダム下流において最大
約４４７ｍ3/sの流量を低減

ダムからの放流量
0m3/s

撮影日 H30.8.24

位置図

九頭竜ダム

朝日地点

朝日地点

九頭竜ダム

鷲ダム

朝日地点 航空写真

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。 28

発電放流

九頭竜川水系 九頭竜ダムによる効果



機密性２情報

ひよしよどがわ

淀川水系 日吉ダムによる効果
平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

○台風20号の影響により、８月２３日３時から２４日６時にかけて、流域平均の総雨量が２０４mm、

時間最大雨量が６１．７mmとなり、日吉ダムへの流入量は約１，３３０ m3/s を記録。

○日吉ダムでは、約１，４７５万m3の洪水を貯留し、ダム下流の桂川の水位を保津橋地点

（亀岡市保津町下中島）で約２．２m低下させる効果があったと推定。

○この防災操作により、保津橋地点のはん濫危険水位４．００mの到達を回避。

かめおかし ほづちょう しもなかじま

日吉ダムと保津橋地点の位置図

●
保津橋地点

日吉ダム

洪水調節前の23日9時頃のダム堤体上流面

ダム貯留状況写真 日吉ダムの防災操作図
平成30年8月24日9時時点

貯水位 183.06m

洪水貯留開始時より
約10ｍのダム水位上昇

保津橋地点における
水位低減効果

保津小学校側

ＪＲ亀岡駅側

はん濫危険水位 ４．００ｍ

ダムが無かった場合の最高水位（推定）

旧堤防天端高６．１０ｍ以上

ダムの操作による

最高水位（実績） ３．９４ｍ

はん濫注意水位 ３．３０ｍ

約2.16ｍ以上低減
ダムに水を貯めたことによる効果

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。
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機密性２情報
淀川水系 一庫ダムによる効果

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞

○台風20号の影響により、８月２３日１９時から２４日３時にかけて流域平均の総雨量が１７３．５mm、

時間最大雨量が５１mmとなり、一庫ダムへの流入量は約３８９ m3/s を記録。

○一庫ダムでは、約３３７万m3の洪水を貯留し、ダム下流の猪名川の水位を多田院地点

（川西市多田院地先）で約１．１m低下させる効果があったと推定。

○この防災操作により、多田院地点の水位を氾濫危険水位未満に抑え、浸水被害を回避。

かわにしし ただいん

多田院地点における水位低減効果

一庫ダムの防災操作図

ダムが無かった場合の最高水位（推定）8.08m

最高水位（実績）6.96m

約1.12mの低減

氾濫危険水位7.20m

右岸左岸

氾濫注意水位5.20m
ダムの防災操作による

ダムに水を貯めたことによる効果

8.26m

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。
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既存排水機場の効果 新宮川水系熊野川[市田川排水機場]

31

○市田川排水機場では、平成30年8月23日20時～24日2時にかけて、沿川での浸水被害発生に備えて、
ポンプを操作・運転し、総排水量16.4万m3の内水を排出

排水量
16.4万m3

25 mプール
456杯分

12m

1.2
m

25m

360m3

■市田川の水位低減効果

○市田川の内水被害を軽減するため、市田川排水機場
を建設

○熊野川洪水の市田川への逆流防止と市田川の洪水を
熊野川へ排水する 役割を担う

○新宮市内に拡がる浸水被害を軽減

■市田川排水機場の位置・全景

■市田川排水機場の役割

今回のポンプの稼働により、総排水量16.4万m3の
内水を排出し、市田川の水位が約0.1m低下
※今回はポンプ操作を行わなかった場合でも浸水被害が発生する水位まで水位
が上がりませんでしたが、市田川の水位の低減に寄与しました。

S６１年完成 5.0㎥/sポンプ×２台
H１２年増設 5.1㎥/sポンプ×１台増設

2.0㎥/sポンプ×１台増設
合計排水能力17.1㎥/s
※完成からすでに30年以上経過

■市田川排水機場の諸元

※本資料で用いた値は、概略で試算したものです。
速報値のため、今後変わる場合があります。 31

市
田
川

市田川排水機場

新宮市街地

市田川水門

水門閉鎖の状況

今回の最高水位 T.P.+2.87m
約0.1m低下

ポンプ操作を行わなかった場合の
想定水位 T.P.+3.01m

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞
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既存排水機場の効果 新宮川水系熊野川[相野谷川排水機場]

32

○相野谷川排水機場では、平成30年8月24日1時～5時にかけて、沿川での浸水被害発生に備えて、ポンプ
を操作・運転し、総排水量22.5万m3の内水を排出

排水量
22.5万m3

25 mプール
625杯分

12m

1.2
m

25m

360m3

■相野谷川の水位低減効果

○相野谷川の内水被害を軽減するため、相野谷川排水
機場を建設

○熊野川洪水の相野谷川への逆流防止と相野谷川の
洪水を熊野川へ排水する 役割を担う

○紀宝町内に拡がる浸水被害を軽減

■相野谷川排水機場の位置・全景

■相野谷川排水機場の役割

今回のポンプの稼働により、総排水量22.5万m3の
内水を排出し、相野谷川の水位が約0.1m低下
※今回はポンプ操作を行わなかった場合でも浸水被害が発生する水位まで水位
が上がりませんでしたが、相野谷川の水位の低減に寄与しました。

H１９年完成 5.5㎥/sポンプ×２台
H２８年増設 1.0㎥/sポンプ×４台増設
合計排水能力15.0㎥/s

■相野谷川排水機場の諸元

※本資料で用いた値は、概略で試算したものです。
速報値のため、今後変わる場合があります。 32

今回の最高水位 T.P.+6.85m
約0.1m低下

ポンプ操作を行わなかった場合の想定水位
T.P.+6.98m

鮒田水門

相
野
谷
川

相野谷川排水機場

ポンプ排水の状況

輪中堤

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞
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六甲山系・紀伊山系等の被害状況調査
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ヘリ(きんき号)被害状況調査＜六甲山系・紀伊山系管内 他＞

＜ヘリ調査箇所＞
：8/24六甲山系、東播海岸ほか
：8/25紀伊山系、和歌山県要請箇所

：直轄調査箇所
：自治体等調査支援箇所

：砂防 ：河川 ：海岸

○24日7時30分から六甲山系砂防事業管内、東播海岸事業管内、および明石市から要請を受けた
高潮による被害が想定される河川・海岸においてヘリ調査を実施。調査の結果、7月豪雨で被災し

た箇所の拡大や新たな被災はなし。
○25日13時から紀伊山系砂防事業管内および和歌山県から要請を受けた河川、地すべり箇所等に

おいてヘリ調査を実施し、栗平地区、下湯川地区および日足地区の被災状況等を確認。

二見地区

明石西外港地区

北股地区

日足地区

赤谷地区

長殿地区
栗平地区

下湯川地区
三越地区

熊野地区

狩口地区

塩屋東地区

二の谷地区

清水町地区

篠原台地区

【六甲砂防】
二の谷地区（神戸市須磨区）

【東播海岸】
塩屋東地区（神戸市垂水区）

【紀伊山系砂防】
栗平地区（奈良県十津川村） 赤谷地区（奈良県五條市）

【和歌山県】
下湯川地区（和歌山県田辺市） 日足地区（和歌山県新宮市）

仮排水路の侵食

←熊野川

赤
木
川→

8/24調査

8/25調査

34

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞
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六甲山系の被災状況

北区山田町
法面崩壊（神戸電鉄の法面）

北区鈴蘭台北町
がけ崩れ

○24日、六甲山系砂防事業管内において現地調査を行った結果、平成30年7月豪雨における被災

箇所の被害拡大や新たな崩壊箇所は確認されなかった。
○六甲山系において、兵庫県や一般者からの情報提供により、２箇所の被災箇所を把握。

・神戸市北区山田町：法面崩壊（神戸電鉄により対応済み）

（※神戸電鉄は、23日夜から運転見合わせていたが、応急対策を実施し、26日の始発より運転再開）

・神戸市北区鈴蘭台北町：がけ崩れ（兵庫県において対応検討中）

35

平成３０年８月台風２０号の概要＜第２報＞


